
９月定例会９月定例会
決算認定と議案�･････････Ｐ２Ｐ２
討論�･･･････････････････Ｐ３
勉強会、研修会�･････････Ｐ４
賛否表�･････････････････Ｐ５
町政問う(一般質問）� ･････Ｐ６
ＳＨＵＭＡ　ＳＴＵＤＩＯ訪問� ･･Ｐ12

8月10日　第12回おっぺ川灯籠まつり
撮影：地域おこし協力隊　山﨑雅人さん

2024.12 No.191



― 3 ― ― 2 ― おごせ町 議会だより 第191号

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
19
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
令
和
５
年
度
決
算
認
定
７
件
、
議
案
４
件
、
同
意
３
件
の
計
14
件
で
、
慎
重
審
議
の
う
え

議
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
は
11
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
、
12
日
に
総
務
建
設
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議
結
果
が
本
会
議
に
報
告

さ
れ
、
全
て
の
案
件
が
認
定
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
に
関
す
る

質
問
を
し
ま
し
た
。

決 算 認 定
歳入　52億6620万円
＊前年比＝4609万円（0.9％）増

９月
定例会

繰越金　10.1％
5 億 3,351 万円

県支出金　5.8％
3 億 493 万円

地方消費税交付金　4.6％
2 億 4,301 万円

使用料及び手数料　1.6％
8,282 万円

諸収入　1.6％
8,233 万円 その他　5.5％

3 億 1,231 万円

国庫支出金　12.6％
6 億 6,276 万円

地方交付税　32.3％
17 億 294 万円

町税　25.5％
13 億 4,159 万円

増額の主な要因・・町営樹木葬墓苑使用料、財産売払収入等の増による。

＊�その他には、町債、地方譲与税、ゴルフ場利用税交付金、繰入金、寄附金、分担金
及び負担金等があります。

＊�水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する 4,583 万円は、過年度
分損益勘定留保資金で補てんしました。

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差引額
一　般　会　計 52億6,620万円 47億9,960万円 4億6,660万円

特
別
会
計

公 平 委 員 会 29万円 15万円 14万円
農業集落排水事業 2,369万円 2,119万円 250万円
国 民 健 康 保 険 14億880万円 13億9,440万円 1,440万円
介 護 保 険 事 業 13億4,189万円 12億2,244万円 1億1,945万円
後期高齢者医療 1億9,049万円 1億8,883万円 166万円

計 29億6,516万円 28億2,701万円 1億3,815万円
水道事業 収益的収支 3億2,290万円 2億8,877万円 3,413万円
会　　 計 資本的収支 3,034万円 7,617万円 ▲4,583万円
合　　　　計 85億8,460万円 79億9,155万円 5億9,305万円

令 和 ５ 年 度 会 計 別 決 算 の 認 定

令
和
６
年
度
越
生
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

越
生
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

規
定
の
予
算
に
１
億
７
２
３
万

９
千
円
の
増
額
で
、
47
億
４
７
７

７
万
８
千
円
と
す
る
。

�

賛
成
全
員　
　
可
決

令
和
６
年
度
越
生
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

規
定
の
予
算
に
１
億
１
６
０
３

万
３
千
円
の
増
額
で
、
14
億
６
０

２
６
万
５
千
円
と
す
る
。

�

賛
成
全
員　
　
可
決

　

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部

改
正
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
。�

賛
成
多
数　
　
可
決
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令和５年度 一 般 会 計
町政の状況
総務費
〇�タクシー、バス利用
券の交付
〇�プロモーション動画
の作成

民生費
〇�国の補助金による低
所得世帯への支援

農林水産業費
〇�森林環境譲与税を活
用した里山・平地林
などの整備

商工費
〇�プレミアム付き商品券
の販売支援
� など

歳出　47億9960万円
＊前年比＝1億1300万円（2.4％）増

土木費　8.4％
4 億 341 万円

公債費　7.8％
3 億 7,537 万円

教育費　7.7％
3 億 7,042 万円

衛生費　7.6％
3 億 6,259 万円

消防費　6.1％
2 億 9,440 万円

その他　7.1％
3 億 3,953 万円

民生費　33.4％
16 億 503 万円

総務費　13.2％
6 億 3,183 万円

諸支出金　8.7％諸支出金　8.7％
4 億 1,702 万円4億 1,702 万円

越生町国民健康保険税条例の一部改正における討論越生町国民健康保険税条例の一部改正における討論

＊その他には、農林水産業費、商工費、議会費、労働費等があります。

増額の主な要因・・・�物価高騰対策による低所得世帯への支援事業、地方創生臨
時交付金を活用した観光施設整備等事業の実施などによる。

反
対
し
ま
す　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
、
町
民
に
優

し
い
配
慮
あ
る
扱
い
は
で
き
な
い

�

髙
橋　
一
正

　

今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
今
ま

で
「
短
期
保
険
証
」
と
し
て
発
行

さ
れ
て
い
た
も
の
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
扱
い
は
、
国
民
健

康
保
険
税
を
払
い
た
く
て
も
、
払

う
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
す
る
絶

妙
な
配
慮
だ
と
考
え
ま
す
。
マ
イ

ナ
保
険
証
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う

な
扱
い
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
廃
止
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
今
の
保
険
証
を
そ
の

ま
ま
残
し
、
配
慮
の
必
要
な
人
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
扱
い
を

す
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。
あ
ま

り
に
性
急
な
扱
い
に
対
し
、
更
に

色
々
な
疑
問
に
対
す
る
丁
寧
な
回

答
な
し
に
は
こ
と
が
進
み
ま
せ
ん
。

　

人
権
を
重
ん
じ
る
べ
き
医
療
現

場
で
、
弱
者
へ
の
し
わ
寄
せ
を
伴

う
「
利
便
性
の
向
上
」
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
条
例
改
正
が
、「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
の
み
の
扱
い
に
す
る
た

め
で
あ
り
、
様
々
な
疑
問
や
問
題

点
に
対
す
る
、
丁
寧
な
回
答
が
な

い
中
で
の
提
案
で
す
の
で
、
早
急

な
実
施
の
必
要
が
無
い
と
判
断
し
、

反
対
と
の
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。

賛
成
し
ま
す

子
供
た
ち
に
後
進
国
と
な
っ
た
日

本
を
渡
し
て
は
な
ら
な
い　

�

水
沢　
　
努

　

国
際
経
営
開
発
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ

Ｄ
）
は
２
０
１
３
年
以
降
、
毎
年

世
界
デ
ジ
タ
ル
競
争
力
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
。
日
本
は
初
年
で
、
す

で
に
20
位
に
転
落
し
て
い
た
。
そ

の
20
年
前
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
98
マ
シ
ン
が

活
躍
し
た
時
代
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

だ
っ
た
の
で
、
20
年
間
で
約
20
位

転
落
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
10
年
後
の
２
０
２
３
年
、

32
位
ま
で
に
転
落
。
し
か
も
前
年

か
ら
１
年
間
で
３
位
も
転
落
。
転

落
速
度
は
加
速
し
て
い
る
。

　

政
府
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
や
り

方
は
唐
突
す
ぎ
る
と
批
判
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
政
府
の
責
任
だ
。

政
府
が
あ
ま
り
に
も
デ
ジ
タ
ル
改

革
を
遅
ら
せ
て
き
た
か
ら
だ
。
そ

の
結
果
、
先
進
国
ど
こ
ろ
か
、
か

つ
て
後
進
国
と
呼
ば
れ
て
い
た

国
々
に
も
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
長
年
の
ツ
ケ
を
一
気
に
返
そ

う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
無
理

も
伴
う
。
も
は
や
待
っ
た
な
し
だ
。

こ
こ
で
改
革
に
失
敗
し
た
ら
「
デ

ジ
タ
ル
敗
戦
」
を
迎
え
る
。
敗
戦

後
の
後
進
国
と
な
っ
た
日
本
を
子

供
た
ち
に
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。
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「フレサよしみ」にて 議会勉強会の様子

反
対
し
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
得
が
前
提
の

規
約
変
更
認
め
る
訳
に
い
か
な
い

�

髙
橋　
一
正

　

そ
も
そ
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
任
意
の
取
得
で
す
。
マ
イ

ナ
保
険
証
が
強
制
的
に
作
ら
れ
る

事
に
は
、
整
合
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
作
成
に
あ
た
っ

て
も
、
顔
写
真
の
取
れ
な
い
人
に

は
、
顔
写
真
の
無
い
マ
イ
ナ
保
険

証
を
作
っ
た
り
、
暗
証
番
号
の
管

理
が
で
き
な
い
人
に
は
、
そ
の
番

号
が
無
い
マ
イ
ナ
保
険
証
を
作
る

な
ど
の
対
応
は
、
相
当
無
理
な
位

置
づ
け
で
、
そ
の
人
達
に
は
今
の

保
険
証
で
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
り
、
保
険

証
と
の
ひ
も
付
け
が
便
利
と
感
ず

る
人
に
は
、
推
進
し
て
頂
け
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
紙
の
保
険

証
を
無
く
す
こ
と
に
は
反
対
で
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
の
低

迷
は
、
個
人
情
報
の
漏
洩
を
不
安

賛
成
し
ま
す

紙
の
保
険
証
の
併
用
は
労
働
環
境

悪
化
と
な
る

�

水
沢　
　
努

　

こ
ん
に
ち
Ｄ
Ｘ
を
素
早
く
進
め

な
く
は
い
け
な
い
理
由
と
し
て
、

事
務
作
業
の
省
力
化
を
通
じ
た
人

手
不
足
の
解
消
が
あ
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
一
元
化
を
せ
ず
に
、

紙
の
保
険
証
を
併
用
す
る
と
な
る

と
、
作
業
の
煩
雑
化
で
役
場
職
員

の
労
働
強
化
に
つ
な
が
る
。
医
療

現
場
で
も
そ
う
だ
。
確
か
に
マ
イ

ナ
保
険
証
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ

タ
ル
情
報
の
一
元
化
に
は
リ
ス
ク

が
伴
う
。
だ
が
近
代
文
明
は
リ
ス

ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
進
歩
し
て
き

た
。
人
々
は
文
明
の
恩
恵
と
引
き

換
え
に
そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
甘
受

し
て
き
た
。
例
え
ば
自
動
車
が
そ

う
だ
。
か
つ
て
日
清
戦
争
よ
り
も

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
る
。

�
賛
成
多
数　
　
可
決

に
思
う
人
や
、
必
要
性
を
感
じ
な

い
人
が
多
い
事
の
表
れ
で
す
。

　

今
回
の
規
約
の
変
更
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
取
得
が
前
提
の
も
の

で
す
。
様
々
な
方
々
に
対
す
る
疑

問
へ
の
回
答
が
丁
寧
に
な
さ
れ
な

い
中
で
の
変
更
は
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

多
く
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
か
ら

交
通
戦
争
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
今
で
も
毎
年
三
千
人
近
く

が
犠
牲
に
な
る
。
で
も
人
々
は
自

動
車
を
手
放
そ
う
と
し
な
い
。
今

や
自
動
車
廃
止
の
方
が
自
動
車
利

用
よ
り
も
遥
か
に
リ
ス
ク
が
高
い

か
ら
だ
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
は
じ

め
と
す
る
Ｄ
Ｘ
の
進
展
も
そ
う
だ
。

Ｄ
Ｘ
停
滞
に
よ
る
生
産
性
の
低
下

で
も
た
ら
さ
れ
る
貧
困
化
は
ま
ず

社
会
的
弱
者
を
襲
う
こ
と
に
な
る
。

同
意

任
期
満
了
に
よ
る
越
生
町
教
育
委

員
会
教
育
長
の
任
命

　

原
口　
　

仁
氏
（
越
生
）

�

賛
成
全
員　
　
同
意

任
期
満
了
に
よ
る
越
生
町
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命

　

内
藤
久
美
子
氏
（
越
生
）

　

仲　
　

晃
良
氏
（
津
久
根
）

�
賛
成
全
員　
　
同
意

地
域
公
共
交
通
の
問
題
で
議
会

勉
強
会
開
く

　

８
月
22
日
、
役
場
３
階
の
委
員

会
室
に
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
心
し
て
免
許
証
の
返
納
が
で

令
和
６
年
度　
町
村
議
会
議
員

研
修
会
（
10
月
２
日
）

　

埼
玉
県
町
村
議
会
議
長
会
が
主

催
し
、
県
内
の
す
べ
て
の
町
村
議

会
議
員
を
対
象
と
す
る
研
修
会
が
、

吉
見
町
の
「
フ
レ
サ
よ
し
み
」
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
銚
子
電
鉄
株
式

会
社
代
表
取
締
役
の
竹
本
勝
紀
氏

の
講
演
を
拝
聴
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
内
容
は
、「
逆
境
に
負
け
な

い
銚
子
電
鉄
の
取
組
」
～
地
域
密

着
で
愛
さ
れ
る
企
業
に
～
と
題
し
、

同
社
の
顧
問
税
理
士
か
ら
社
外
取

締
役
を
経
て
、
代
表
取
締
役
と
な

ら
れ
た
竹
本
氏
が
、
い
か
に
社
員

と
共
に
経
営
再
建
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
か
が
伝
わ
る
も
の
で

し
た
。

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

に
、
現
在
の
施
策
も
含
め
て
、
よ

り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の

勉
強
会
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

現
在
越
生
町
は
、
タ
ク
シ
ー
券
、

バ
ス
券
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

と
な
り
の
毛
呂
山
町
は
コ
ニ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
バ
ス
停
ま
で
出
て

い
く
の
が
大
変
な
ど
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

と
き
が
わ
町
と
鳩
山
町
は
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま

す
。
と
き
が
わ
町
は
乗
合
タ
ク

シ
ー
方
式
で
、
停
留
所
を
４
０
０

ケ
所
設
け
て
、
そ
の
停
留
所
か
ら

目
的
地
ま
で
と
な
っ
て
い
て
、
大

人
１
回
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０

０
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

鳩
山
町
は
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

方
式
で
１
回
２
０
０
円
を
支
払
う

と
町
内
の
移
動
は
で
き
ま
す
。
３

０
０
円
を
払
う
と
、
坂
戸
へ
の
買

い
物
も
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
で
、
地
域
の
足
の
確
保
を
し

て
い
ま
す
。

　

ど
の
町
も
財
政
的
に
は
大
き
な

負
担
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
と
き
が
わ
町
と
鳩
山
町

を
視
察
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
・
要
望

を
、
是
非
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
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議
案
番
号

件　　　　　　　　　　　　名

議　　員　　氏　　名
審
議
結
果

栗
原
　
　
誠

岩
田
　
眞
一

長
根
　
弘
倫

島
野
美
佳
子

髙
橋
　
一
正

関
根
　
真
一

池
田
か
つ
子

木
村
　
正
美

宮
島
サ
イ
子

水
沢
　
　
努

木
村
　
好
美

議案�
28 越生町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○○欠●●○●○○○ 議 可

決

議案�
29 埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○○欠●●○●○○○ 議 可

決

議案�
30 令和６年度越生町一般会計補正予算（第２号） ○○欠○○○○○○○ 議 可

決

議案�
31 令和６年度越生町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○○欠○○○○○○○ 議 可

決

認定
1 令和５年度越生町一般会計歳入歳出決算認定 ○○○○○○○○○○ 議 認

定

認定
２

令和５年度越生町、毛呂山町外４組合公平委員会特別会計
歳入歳出決算認定 ○○○○○○○○○○ 議 認

定

認定
３

令和５年度越生町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
認定 ○○○○○○○○○○ 議 認

定

認定
４ 令和５年度越生町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○○○○○○○○○○ 議 認

定

認定
５ 令和５年度越生町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 ○○○○○○○○○○ 議 認

定

認定
６ 令和５年度越生町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○○○○○○○○○○ 議 認

定

認定
７ 令和５年度越生町水道事業会計決算認定 ○○○○○○○○○○ 議 認

定

同意
７ 越生町教育委員会教育長の任命について ○○欠○○○○○○○ 議 同

意

同意
８ 越生町教育委員会委員の任命について ○○欠○○○○○○○ 議 同

意

同意
９ 越生町教育委員会委員の任命について ○○欠○○○〇〇○○ 議 同

意

９月定例会で審議した議案の各議員賛否表
○は賛成、●は反対、退は退席、欠は欠席、議は議長
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一　般　質　問

町 政 を問う！
☆全質問事項は下記のとおりです☆

◆質問議員と質問事項◆

１　木村　好美
① �役場内の労働環境について
② �こども達の未来への環境について

２　関根　真一
① �クビアカツヤカミキリから、越生町の梅産業は守れるのか
② �有害獣「キョン」が、本町に現れる前に、何らかの策を講じる
のか

③ �県道越生長沢線黒山工区道路拡幅工事の進捗はどんなか
④ �平物産の進捗を、住民に向けた町の広報が少ないようです

３　岩田　眞一
① �越生駅西口の賑わいについて
② �創業塾について
③ �町の個人情報取り扱いについて

４　水沢　努
① �本来過疎対策にあてるべき３，３００万円を給食費無償化に全
て投入したことで過疎に苦しむ町民から苦情や批判はないか

② �町は合計特殊出生率の罠から抜け出せたのか
③ �移住促進のための二地域居住に向け他町は先行しているが、越
生町は遅れていていいのか

５　木村　正美　
① �この町で住み続けてもらうために

６　髙橋　一正　
① �国民健康保険税の引き下げをめざして
② �マイナ保険証について
③ �避難所における生活環境について

７　島野　美佳子
① �町内循環型経済を目指して

８　宮島　サイ子　
① �書かない窓口の導入を
② �町営住宅入居者の負担軽減と空き駐車場の有効利用を

９　�栗原　誠　
① �越生の学校教育及び教員の働き方改革について
② �大切な命を守るための避難について

10 池田　かつ子
① �地球温暖化にストップ行動を
② �梅園地区の癒しスポット、子どもたちの活動の拠点でもある大
満農村広場の整備

　
記
載
し
た
本
文
は
、
質
問
し
た
議
員
本
人
の
責
任
で
要
約
し
、
執
筆

し
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
別
掲
の
議
員
名
を
付
し
た
文
章
も
、
す
べ
て
同
様
の
扱
い
で
す
）

　
全
文
は
、
図
書
館
等
に
置
い
て
あ
る
会
議
録
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
越
生
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」）
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一口メモ

　一般質問の人数制限はあり
ません。一問一答方式で、一
人あたりの質問時間は60分
以内です。質問を行う議員は、
事前に議長あてに「こんな質
問をします」という通告を行
います。
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一　般　質　問

― 6 ―

ス
ケ
ボ
ー
・
Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
練
習
場
所

確
保
。
役
場
職
員
の
環
境
改
善
を

�

木
村　
好
美

町
か
ら
梅
の
木
は
消
え
る
の
か

害
獣
「
キ
ョ
ン
」
の
来
町
を
防
げ

�

関
根　
真
一

鴻巣市の公共
スケートパーク

キョンの画像

フ
ラ
ス
の
木

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

と
な
っ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
等
の
ア
ー
バ
ン
ス

ボ
ー
ツ
の
練
習
場
所
が
な
い
。

夢
を
も
っ
て
越
生
町
で
育
っ

て
欲
し
い
。
練
習
場
所
の
整

備
に
つ
い
て
お
よ
び
、
越
生

小
学
校
管
内
へ
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
の
設
置
に
つ
い
て

町
の
見
解
は
。

 

若
者
が
自
ら
個
性
や

特
性
を
発
揮
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
大
人
の
責
任

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
と

い
っ
た
新
し
い
分
野
の
ス

ポ
ー
ツ
は
、
若
者
の
秘
め
た

可
能
性
を
伸
ば
す
貴
重
な
機

会
に
も
な
り
え
る
。
環
境
を

ど
う
つ
く
れ
る
か
、ま
た
、ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

騒
音
等
の
課
題
が
あ
り
、
難

 

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
か
ら
梅
の
木
は
守
れ
ま
す

か
。
今
年
フ
ラ
ス
が
見
つ
か

っ
た
木
は
何
本
で
す
か
。

 

不
明
。
15
本
で
す
。

 

15
本
な
ら
広
感
染
の
心

配
は
な
い
か
。
JA
と
梅
部
会

の
見
解
は
ど
う
か
。

 

ど
ち
ら
も
警
戒
を
強
め

て
い
る
、
町
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
周
知
し
て
い
る
。

 

昨
年
、
私
は
フ
ラ
ス
木

を
８
本
見
た
。
フ
ラ
ス
木
が

あ
る
木
を
地
図
上
に
落
と
さ

な
い
と
、
通
報
が
ダ
ブ
る
。

誰
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

 
承
知
し
ま
し
た
。

 
青
梅
の
梅
は
、
葉
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
で
し
た
が
、
保

有
本
数
の
１
割
を
超
え
た
ら

全
伐
採
し
て
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願

う
と
共
に
、
最
大
の
防
除
に

し
い
と
い
う
一
方
、
若
者
た

ち
が
気
軽
に
集
え
心
地
よ
い

居
場
所
づ
く
り
も
必
要
で
あ

る
の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
室
が
移
転

し
た
こ
と
も
あ
り
、
関
係
各

課
、
こ
ど
も
室
協
力
員
等
の

声
を
参
考
に
検
討
す
る
。

 

総
務
省
に
お
聞
き
す

る
と
労
働
基
準
法
第
15
条
の

「
労
働
条
件
の
明
示
の
義
務

付
け
」
は
地
方
公
務
員
に
も

適
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

入
庁
の
際
、
仕
事
内
容
等
、

ど
う
明
記
し
て
い
る
の
か
。

 

明
記
し
て
い
な
い
。
今

後
、
検
討
し
て
い
く
。

 

過
去
10
年
間
の
退
職
者

数
は
。
ま
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
で
高
ス
ト
レ
ス
者
は
。

 

中
途
退
職
者
は
38
名
。

多
く
が
「
転
職
」
し
た
。
高

ス
ト
レ
ス
者
は
い
る
。

 

一
般
行
政
職
で
入
庁
し

努
め
て
ほ
し
い
。

 

枯
れ
た
梅
の
木
は
所
有

者
に
焼
却
処
分
を
依
頼
し
て

い
ま
す
。

 

千
葉
県
を
発
祥
と
す
る

キ
ョ
ン
、
茨
城
県
に
入
り
埼

玉
県
で
も
確
認
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
害
獣
登
録

さ
れ
て
お
り
、
農
家
や
ガ
ー

デ
ン
ハ
ウ
ス
が
今
後
被
害
に

遭
い
ま
す
。
何
か
対
策
は
。

 

８
月
22
日
の
時
点
で
、

県
内
６
市
町
で
９
件
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
、
半
永
久
的
な

長
い
戦
い
に
な
り
ま
す
が
、

千
葉
県
は
初
動
対
応
の
ミ
ス

で
す
。
既
に
茨
城
は
中
部
ま

で
。
埼
玉
も
撲
滅
ど
こ
ろ
か
、

大
変
な
事
態
に
な
り
ま
す
。

組
織
的
な
対
策
を
希
望
。

 

県
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
ら
、
猟
友
会
と
対
策
会
議

を
も
ち
ま
す
が
、
防
御
策
は

て
い
る
の
に
、
違
う
部
署
へ

の
異
動
な
ど
「
適
材
適
所
」

の
配
置
へ
の
配
慮
は
。
ま
た
、

住
宅
手
当
は
高
く
評
価
さ
れ

る
が
、
地
域
手
当
は
な
い
。

総
務
省
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

人
事
院
勧
告
で
地
域
手
当
等
、

町
の
裁
量
で
で
き
る
と
の
こ

と
。令
和
７
年
度
に
向
け
、職

員
の
待
遇
、
さ
ら
に
、
有
休

消
化
率
が
産
業
観
光
課
12
・

１
％
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

53
・
１
％
と
高
低
差
が
あ
る
。

改
善
の
必
要
性
は
な
い
の
か
。

 

職
員
の
適
性
等
、
考
慮

し
配
置
。
昇
給
、
昇
格
で
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
努
め

て
い
る
。
有
休
に
つ
い
て
は

１
時
間
か
ら
取
得
で
き
る
。

乏
し
く
、
苦
戦
を
予
測
。

 

黒
山
県
道
拡
幅
工
事
と

平
物
産
の
質
問
を
通
告
後
に

進
展
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回

は
静
観
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
物
産
の
判
決
は
、

11
月
６
日
（
水
）
13
時
15
分

に
裁
判
所
川
越
支
部
で
出
ま

す
。
そ
の
後
、
広
報
さ
れ
ま

す
。
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一　般　質　問

越
生
駅
西
口
の
賑
わ
い
、
創
業
塾
、

個
人
情
報
の
取
扱
い

�

岩
田　
眞
一

樹
木
葬
墓
苑
収
入
の
途
絶
に
よ
り

過
疎
対
策
の
財
源
が
消
え
た

�

水
沢　
努

樹木葬墓苑ホームページより

おごせ創業塾のパンフレット

１ 

越
生
駅
西
口
の
賑
わ
い

 

越
生
駅
西
口
の
商
店
は

今
や
店
舗
も
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
現
状
は
。

 

本
町
区
と
上
台
区
で
10

年
間
に
10
店
減
少
。

 

原
因
は
。

 

駐
車
場
の
問
題
や
大
型

店
舗
、
高
齢
化
や
後
継
者
。

ネ
ッ
ト
購
入
な
ど
が
要
因
。

 

町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
。

 

商
工
会
が
平
成
25
年
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
の
み
。

 

町
の
対
策
は
。

 

地
元
や
商
店
か
ら
意
見

を
聞
き
、
商
工
会
と
情
報
を

共
有
。

 

今
後
の
支
援
策
は
。

 

越
生
ス
タ
ン
プ
会
や
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
商
店
街
に
支

援
。
賑
わ
い
創
出
支
援
策
を

調
査
・
研
究
す
る
。

 

県
の
店
舗
Ｈ
Ｐ
が
不
十

分
で
分
か
ら
な
い
。

 

予
算
を
審
議
す
る
議
会

に
先
立
つ
執
行
部
に
よ
る
予

算
編
成
の
段
階
で
、
町
長
は

「
給
食
費
無
償
化
は
私
が
決

断
し
て
各
課
に
指
示
し
た
」

と
議
会
で
語
っ
た
。
根
拠
は

何
か
。

 

一
つ
目
は
子
育
て
支
援
。

二
つ
め
目
は
子
ど
も
を
産
み

や
す
い
町
づ
く
り
。
三
つ
目

は
そ
れ
ら
を
通
じ
た
移
住
政

策
。
四
つ
目
は
、
子
ど
も
ま

ん
中
社
会
の
実
現
だ
。

 

そ
の
内
容
は
承
知
し
た
。

ゆ
え
に
議
会
で
も
可
決
さ
れ

た
。
問
題
は
、
そ
の
財
源
が

政
府
の
過
疎
対
策
の
交
付
金

で
あ
る
こ
と
だ
。

 
特
別
交
付
税
は
一
般
財

源
な
の
で
使
途
が
限
定
さ
れ

て
い
な
い
。

 

そ
の
分
、
過
疎
対
策
の

た
め
の
財
源
が
消
え
た
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。

 

見
直
し
て
修
正
を
依
頼
。

２ 
お
ご
せ
創
業
塾

 
１
の
質
問
に
関
連
し
て

商
工
会
が
主
催
の
塾
に
、
町

が
後
援
し
て
い
る
説
明
は
。

 

塾
は
特
定
創
業
支
援
事

業
。
創
業
に
必
要
な
知
識
の

醸
成
を
目
的
。

 

修
了
時
の
特
典
は
。

 

修
了
者
に
補
助
金
を
２

百
万
円
に
引
上
げ
、
会
社
設

立
税
の
軽
減
な
ど
色
々
あ
る
。

 

町
の
関
与
は
。

 

開
催
経
費
の
支
援
や
証

明
書
を
交
付
。

 

創
業
塾
の
修
了
者
数
は
。

 

修
了
者
は
57
名
。

 

創
業
者
の
数
。

 

13
名
の
方
が
創
業
。

 

特
典
の
利
用
状
況
は
。

 

証
明
書
を
８
名
に
交
付
。

拡
大
枠
の
利
用
は
１
名
の
み
。

 

今
後
、
創
業
の
見
込
み
。

 

補
助
金
は
昨
年
度
６
名
、

 

予
算
編
成
に
は
優
先
順

位
が
あ
る
（
過
疎
対
策
を
二

の
次
に
し
た
と
同
義
…
水
沢

註
）。

 

樹
木
葬
墓
苑
収
入
は
も

と
も
と
教
育
と
子
育
て
の
た

め
の
も
の
。
こ
れ
を
財
源
に

す
べ
き
だ
っ
た
が
、
樹
木
葬

墓
苑
の
区
画
が
完
売
す
る
の

を
放
置
し
、
拡
張
し
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
。

 

ゆ
う
パ
ー
ク
の
前
例
も

あ
る
。
後
の
世
代
の
こ
と
を

考
え
る
と
リ
ス
ク
が
あ
る
。

 

ゆ
う
パ
ー
ク
と
は
設
備

投
資
の
額
が
比
べ
物
に
な
ら

な
い
く
ら
い
低
い
。
ま
と
も

に
考
え
た
と
は
思
え
な
い
。

自
分
の
足
で
歩
い
て
検
討
し

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

 

そ
れ
は
な
い
。

 

以
前
、
私
の
一
般
質
問

の
答
弁
で
町
は
「
今
後
も
町

営
樹
木
葬
墓
苑
の
区
画
販
売

今
年
度
５
名
申
請
。
今
年
度

創
業
予
定
２
名
。

３ 

個
人
情
報
の
取
扱
い

 

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
情
報

の
管
理
は
。

 

個
人
情
報
の
保
護
規
程

に
よ
り
管
理
し
て
い
る
。

 

児
童
・
生
徒
の
情
報
が

漏
れ
な
い
か
。

 
基
本
的
に
は
個
人
情
報

が
漏
れ
る
こ
と
は
な
い
。
防

止
に
は
情
報
研
修
で
対
応
。

 

起
こ
っ
た
時
の
対
応
は
。

 

速
や
か
な
情
報
把
握
な

ど
早
急
な
対
応
を
図
る
。

が
順
調
に
推
移
し
、
計
画
的

に
基
金
へ
の
積
立
を
行
う
こ

と
で
良
い
循
環
が
で
き
れ
ば
、

結
果
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
に
通
じ
る
」
と
語
っ
た
。

今
で
も
変
わ
ら
な
い
か
。

 

変
わ
ら
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
使
用
料
収
入
が
途
絶

え
た
後
に
も
続
く
維
持
管
理

業
務
を
考
え
る
と
、
管
理
基

金
へ
の
積
立
を
重
視
す
る
必

要
が
あ
る
。
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人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

一
万
人
の
町
越
生
を
再
生
し
よ
う

�

木
村　
正
美

未
就
学
児
の
国
保
料
均
等
割
り
へ

の
町
の
補
助
実
現
で
完
全
無
料
に

�

髙
橋　
一
正

 指定避難所 

施設名称 

対象となる災害  指定避難所 

施設名称 

対象となる災害 

地震 風水害 地震 風水害 

1 中央公民館 〇 〇 7 梅園コミュニティ館 〇 〇 

2 やまぶき公民館 〇 〇 8 越生小学校 〇 － 

3 地域交流センター 〇 〇 9 武蔵越生高等学校 〇 － 

4 オーパークおごせ 〇 〇 福祉避難所 

5 県立越生高等学校 〇 〇 1 特別養護老人ホーム光の丘 

6 梅園小学校 〇 〇 2 第２おごせ福祉作業所 

  世帯数 　人口  自然増減　 社会増減  年少人口  高齢化率   備考(西暦)
平成１７年度 4,780 13,587 △31 △110 1,714 21.2 2005年
平成２２年度 4,920 12,850 　△64 △34 1,424 24.6 2010年
平成２７年度 4,946 12,032 △100 △97 1,171 31.2 2015年
令和　２年度 5,033 11,280 △134 △73 923 36.7 2020年
令和　５年度 5,088 10,803 △147 △95 820 38.7 2023年
令和　７年度 10,279 738 39.8 2025年
令和１２年度 9,488 569 43.0 2030年
令和１７年度 8,659 476 46.4 2035年
令和２２年度 7,800 422 50.7 2040年
令和２７年度 6,975 367 53.4 2045年
令和３２年度 6,206 308 54.9 2050年

＊65歳以上の高齢単身世帯数　987世帯　　高齢者のみ世帯数　1，836世帯（令和6年8月1日現在）　

　（別表）　　　　　　越生町の人口動態の推移及び将来予測　　　　　　　　2024／9

＊自然増減は出生数－死亡数　社会増減は流入数－流出数　年少人口は０～１５歳未満
   高齢化率は６５歳以上人口÷全人口（％）　令和5年までは年度末実績、令和７年度以降は予測値
＊将来予測について国立社会保障・人口問題研究所（令和５年推計）を参考にしています
＊20～39歳の転入者　令和4年度　186人（52．0％）　令和5年度　189人（49．7％）

 

出
生
数
減
少
と
東
京
一

極
集
中
の
な
か
で
地
方
で
は

人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

私
が
こ
の
町
で
生
ま
れ
た
昭

和
28
年
頃
か
ら
、
20
歳
を
過

ぎ
て
こ
の
町
を
出
る
頃
ま
で

は
ず
っ
と
変
わ
ら
ぬ
一
万
人

の
町
で
し
た
。
一
時
は
一
万

四
千
人
に
ま
で
達
し
た
人
口

で
す
が
、
冒
頭
の
理
由
な
ど

で
以
前
の
人
口
規
模
に
戻
り

ま
し
た
。
当
時
と
は
社
会
情

勢
も
人
口
構
成
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
減

少
を
最
小
限
に
喰
い
止
め
、

越
生
を
再
生
す
る
正
念
場
を

迎
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
別
表
を
御
覧
い
た
た
だ

け
れ
ば
お
分
か
り
の
と
お
り

で
す
。
文
字
数
の
関
係
で
コ

メ
ン
ト
し
ま
せ
ん
が
、
一
歩

踏
み
出
し
手
を
打
た
な
け
れ

ば
、
予
測
通
り
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
お
年
寄
り
に
は
い

 

埼
玉
県
の
国
保
運
営
方

針
で
は
、
令
和
９
年
度
ま
で

に
国
保
税
水
準
の
準
統
一
を

謳
っ
て
い
る
が
、
先
ず
統
一

す
べ
き
は
健
保
間
の
違
い
だ
。

　

県
内
11
の
自
治
体
が
、
均

等
割
へ
の
独
自
減
免
で
保
険

税
の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
い

る
。
国
は
未
就
学
児
へ
の
半

額
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
は
何
人
で
い
く
ら
か
。

 

22
世
帯
、
26
人
で
43
万

４
千
円
。

 

も
う
半
額
を
町
か
ら
出

し
て
、
未
就
学
児
は
無
料
に

で
き
な
い
か
。

 

新
た
な
拡
充
は
難
し
い

も
の
と
考
え
る
。

 
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い

て
伺
う
。
い
よ
い
よ
12
月
２

日
の
完
全
実
施
が
迫
っ
て
き

た
。
色
々
と
問
題
を
抱
え
た

ま
ま
の
見
切
り
発
車
だ
。
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
の
交
付
は
。

つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
若
い

世
代
に
は
こ
の
町
に
残
っ
て
、

移
住
の
人
た
ち
と
共
に
、
越

生
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
創
成
会
議
が
消
滅
可

能
性
都
市
を
発
表
し
て
10
年

後
の
今
年
、
人
口
戦
略
会
議

が
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
し

て
改
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

飯
能
市
と
嵐
山
町
が
今
回
こ

の
区
分
か
ら
脱
し
ま
し
た
。

町
も
人
口
増
施
策
の
工
夫
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
脱
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
理
由
は
何
だ
っ
た
と
お

考
え
で
す
か
。

 

今
回
は
前
回
の
計
算
式

に
当
て
は
め
た
答
え
の
み
か

ら
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
脱
し
た
近
隣
自
治
体
も
あ

る
が
、
人
口
減
少
の
加
速
化

は
継
続
し
て
い
る
。
首
都
圏

 

８
１
５
２
人
。

 

う
ち
マ
イ
ナ
保
険
証
は
。

 

国
保
で
は
１
７
１
６
人
。

後
期
高
齢
者
保
険
で
は
１
３

４
７
人
。

 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
医
療

機
関
で
使
う
と
き
、
暗
証
番

号
の
入
力
が
必
要
と
聞
く
が
、

暗
証
番
号
を
覚
え
ら
れ
な
い

人
の
対
応
は
。
そ
の
よ
う
な

相
談
は
何
件
ぐ
ら
い
あ
る
か
。

 

顔
認
証
で
も
で
き
る
。

暗
証
番
号
の
再
認
定
の
申
請

は
月
に
20
件
程
度
あ
る
。

 

避
難
所
に
お
け
る
生
活

環
境
に
つ
い
て
伺
う
。
災
害

関
連
死
を
無
く
し
て
い
く
た

め
に
も
、
い
ま
備
え
を
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は
。

 

発
生
直
後
は
、
テ
ン
ト

型
や
段
ボ
ー
ル
型
間
仕
切
り

で
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。

 

避
難
所
で
非
常
に
切
実

な
問
題
が
ト
イ
レ
。
備
え
は
。

か
ら
の
移
住
に
重
点
を
置
き
、

も
う
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ
っ

た
出
生
数
が
置
き
去
り
に
さ

れ
た
。
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
人
口
の
定
常
化
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
る
。

 

簡
易
ト
イ
レ
50
台
、
自

動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
17
台
、

簡
易
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
１
６
０

０
回
分
、
簡
易
ト
イ
レ
用
ハ

ウ
ス
10
台
を
備
蓄
。

 

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
。
内
閣
府
の

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
の
防
災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
踏
ま
え
た
検
討
を
。

 

見
直
し
に
際
し
て
は
、

女
性
の
意
見
を
積
極
的
に
反

映
さ
せ
る
。
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広
げ
よ
う
地
産
地
消

町
内
循
環
型
経
済
を
目
指
し
て

�

島
野　
美
佳
子

町
営
住
宅
入
居
者
の
負
担
軽
減
を

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
を

�

宮
島　
サ
イ
子

木材の活用が進む上野村

先進事例・深谷市
「書かない窓口」案内

 

担
当
課
も
共
に
群
馬
県

上
野
村
を
視
察
し
た
が
、
得

た
も
の
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

 

村
内
循
環
型
社
会
の
構

築
に
は
関
心
さ
せ
ら
れ
た
。

木
材
活
用
に
つ
い
て
再
度
、

研
究
や
事
例
を
収
集
す
る
よ

う
指
示
し
た
。

 

か
つ
て
は
越
生
町
で
も

ペ
レ
ッ
ト
活
用
に
取
り
組
ん

だ
と
聞
い
て
い
る
が
。

 

協
同
組
合
西
川
地
域
木

質
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
「
も

く
ね
ん
工
房
」
で
は
現
在
も

ペ
レ
ッ
ト
を
生
産
し
て
い
る

が
、
売
れ
行
き
は
芳
し
く
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

 

地
域
計
画
の
進
捗
は
。

 

如
意
地
区
と
大
谷
地
区

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

で
目
標
地
図
の
素
案
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
こ
の
２
地

区
で
は
10
月
に
協
議
の
場
を

開
催
す
る
。

 

①
町
営
住
宅
に
入
居
を

希
望
す
る
際
は
、
浴
槽
を
実

費
で
用
意
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
浴
槽
設
置
費
用
は

入
居
者
の
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
入
居
者
が
設
置

を
希
望
す
る
場
合
、
浴
槽
を

町
の
負
担
で
設
置
す
る
こ
と

は
可
能
か
。
②
入
居
者
の
自

動
車
所
有
者
が
減
少
し
て
、

町
営
住
宅
入
居
者
専
用
駐
車

場
の
空
き
が
目
立
っ
て
き
た
。

空
き
駐
車
場
の
計
画
や
予
定

等
は
あ
る
か
。
③
現
状
の
空

き
駐
車
場
を
一
般
有
料
駐
車

場
と
し
て
近
隣
の
希
望
者
に

貸
し
出
す
事
は
可
能
か
。

 
①
今
後
は
、
浴
槽
等
の

設
置
や
修
繕
な
ど
も
含
め
、

入
居
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
快
適
な
住
環
境
を

整
え
て
ま
い
り
た
い
。
②
な

い
。
③
近
隣
希
望
者
へ
の
貸

し
出
し
は
考
え
て
い
な
い
。

 

地
域
計
画
の
良
い
点
は
、

農
業
者
や
地
主
だ
け
で
な
く
、

関
心
の
あ
る
多
く
の
方
と
一

緒
に
話
し
合
っ
て
い
く
と
こ

ろ
。
10
月
の
広
報
を
通
じ
て

周
知
で
き
る
か
。

 

周
知
し
た
い
。

 

令
和
６
年
度
の
森
林
環

境
譲
与
税
に
つ
い
て
、
予
算

執
行
の
見
通
し
が
金
額
的
に

少
な
い
の
で
は
。

 

実
施
す
る
場
所
に
よ
っ

て
面
積
が
大
き
く
異
な
る
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
予
算
に

達
し
て
い
な
い
状
況
。

 

森
林
環
境
譲
与
税
の
算

定
基
準
に
は
林
業
就
業
者
数

も
反
映
さ
れ
る
が
、
状
況
は
。

 

嬉
し
い
こ
と
に
令
和
６

年
度
に
１
社
増
え
た
。

 

農
水
省
も
地
産
地
消
を

進
め
て
い
る
。
食
育
、
環
境

面
で
も
給
食
食
材
に
地
場
産

の
食
材
を
増
や
し
た
い
が
。

 

①
書
か
な
い
窓
口
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
に
職
員
の
業
務

負
荷
の
軽
減
が
あ
る
。
町
人

口
に
対
す
る
職
員
の
数
は
適

正
か
、
ま
た
役
場
の
過
去
10

年
間
の
職
員
数
の
推
移
を
伺

う
。
②
人
材
育
成
と
窓
口
業

務
効
率
化
の
推
進
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
を
伺
う
。
③
先

進
事
例
に
な
ら
う
「
書
か
な

い
窓
口
」
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
等
は
。
④
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
に
併
せ
た
業
務

見
直
し
等
、
従
来
の
窓
口
業

務
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
臨

ま
れ
る
。
書
か
な
い
窓
口
の

導
入
を
。
⑤
政
府
は
導
入
に

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
推
進
交
付
金
」
の
活
用

を
促
し
て
い
る
。
見
解
は
。

 

①
越
生
町
定
員
管
理
適

正
化
計
画
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
採
用
を
行
っ
て
お
り
、

過
去
10
年
間
は
目
標
値
の
範

 

地
元
生
産
者
と
の
農
業

体
験
、
生
産
者
の
苦
労
を
聞

く
中
で
勤
労
観
を
養
え
る
な

ど
の
効
果
が
あ
る
。
課
題
は

あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
を
得

な
が
ら
ス
ポ
ッ
ト
的
に
で
も

広
げ
て
い
き
た
い
。

 

地
域
計
画
に
給
食
食
材

の
生
産
を
盛
り
込
め
な
い
か
。

 
農
業
者
と
Ｊ
Ａ
の
協
力

が
得
ら
れ
れ
ば
可
能
だ
。

囲
内
で
推
移
し
て
い
る
。
②

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

③
令
和
４
年
６
月
20
日
に
吉

見
町
役
場
を
訪
問
し
、
先
進

事
例
の
視
察
を
行
っ
た
。
④

現
在
の
窓
口
対
応
は
住
民
の

方
を
移
動
す
る
こ
と
な
く
職

員
が
出
向
い
て
行
う
な
ど
、

小
さ
な
自
治
体
ゆ
え
の
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
て
い
る
。
⑤
書

か
な
い
窓
口
導
入
に
限
ら
ず
、

こ
の
交
付
金
を
適
切
に
活
用

し
、
今
年
度
は
小
中
学
校
の

全
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

に「
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
」

を
導
入
し
た
。
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教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

命
を
守
る
た
め
の
避
難
に
つ
い
て

�

栗
原　
　
誠

キ
エ
ー
ロ
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
町
へ

大
満
の
自
然
を
生
か
せ

�

池
田　
か
つ
子

埼玉西部クリーンセンター

進
化
す
る

「
生
ご
み
処
理
容
器
キ
エ
ー
ロ
」

 

越
生
中
学
校
１
ク
ラ
ス

少
人
数
制
の
良
い
点
と
問
題

点
は
。

 

良
い
点　

生
徒
一
人
ひ

と
り
に
目
が
行
き
届
き
、
よ

り
丁
寧
な
指
導
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
題
点　

町
独
自
で
増
や
し

た
学
級
に
対
し
て
は
、
県
か

ら
教
職
員
が
配
当
さ
れ
な
い

た
め
、
教
科
に
よ
っ
て
は
授

業
時
数
が
増
え
、
負
担
感
を

感
じ
る
教
職
員
が
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

２
学
期
制
の
良
い
点
と

問
題
点
は
。

 

良
い
点　

子
ど
も
と
教

職
員
が
触
れ
合
う
時
間
の
確

保
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
子

ど
も
の
学
力
体
力
向
上
の
た

め
の
教
育
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
下

校
時
の
安
全
面
へ
の
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
教
職

 

町
民
の
地
球
温
暖
化
に

対
す
る
認
知
度
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
感
じ
る
か
。

 

町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

取
り
組
み
に
対
し
て
、
町
民

か
ら
の
問
合
せ
等
か
ら
環
境

意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
る
。

 

町
民
が
生
ご
み
処
理
容

器
キ
エ
ー
ロ
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
保
全
組
合
へ
支
払
う

町
負
担
金
に
影
響
は
。

 

保
全
組
合
の
令
和
５
年

度
可
燃
ご
み
の
総
搬
入
量
は

３
０
５
３
８
ｔ
で
、
そ
の
う

ち
生
ご
み
が
１
４
０
５
ｔ
。

越
生
町
分
の
生
ご
み
は
１
２

８
ｔ
で
あ
る
。
年
間
１
２
８

ｔ
の
生
ご
み
を
キ
エ
ー
ロ
で

削
減
し
た
場
合
、
約
３
８
０

万
円
の
負
担
金
を
削
減
で
き

る
試
算
と
な
る
。
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
で
掲
げ
る
２
０
５
０
年

ま
で
に
現
在
の
世
帯
数
の
半

分
で
あ
る
２
５
５
０
世
帯
に

員
の
職
務
の
質
の
向
上
の
た

め
の
働
き
方
改
革
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

問
題
点　

９
月
の
期
末
テ
ス

ト
の
出
題
範
囲
に
つ
い
て
、

中
学
生
の
入
試
相
談
時
の
資

料
の
不
足
に
つ
い
て
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

 

避
難
所
か
ら
遠
い
場
所

に
住
ん
で
い
る
方
の
た
め
に

避
難
所
を
増
や
す
お
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。
新
設
し
た
鳩

山
の
埼
玉
西
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

龍
ヶ
谷
地
区
で
行
っ
た

避
難
訓
練
の
課
題
は
。

 

若
い
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
が
必
要
で
す
。

 

災
害
時
は
ど
の
よ
う
な

状
態
に
な
る
と
避
難
所
を
開

い
て
人
を
受
け
入
れ
る
の
か
。

そ
の
境
界
線
は
ど
こ
で
、
開

キ
エ
ー
ロ
を
普
及
さ
せ
る
と

目
標
設
定
し
取
り
組
ん
だ
場

合
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
26

年
で
約
２
６
０
０
万
円
の
町

負
担
金
が
削
減
で
き
る
試
算

と
な
る
。

 

キ
エ
ー
ロ
の
啓
発
方
法

は
。　 

各
種
町
の
開
催
イ
ベ
ン

ト
等
に
キ
エ
ー
ロ
本
体
を
持

っ
て
い
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、

広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
Ｐ

Ｒ
し
た
り
し
て
い
る
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
を
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
て
は
。

 

当
然
、
Ｈ
Ｐ
で
周
知
す

る
予
定
。

 

普
及
の
た
め
、
キ
エ
ー

ロ
の
図
面
を
活
用
し
て
製
作

教
室
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

 

教
室
を
開
催
し
て
普
及

促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
の

で
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

 

子
ど
も
た
ち
の
活
動
の

け
る
人
と
非
難
す
る
人
に
ど

う
周
知
さ
れ
ま
す
か
。

 

避
難
所
開
設
の
判
断
基

準
に
つ
き
ま
し
て
は
、
気
象

庁
が
発
表
す
る
情
報
を
基
に

町
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害

対
策
本
部
で
決
定
し
て
お
り

ま
す
。
町
民
へ
の
周
知
に
関

し
て
は
、
防
災
無
線
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
、
越
生
町
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
区
長
メ
ー
ル
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
情
報
伝
達
手
段
を
活

用
し
、
全
町
民
に
避
難
所
開

設
の
周
知
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

場
と
癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
大
満
農
村
広
場
の
現
状
と

今
後
の
維
持
管
理
は
。

 

今
ま
で
通
り
、
グ
ラ
ン

ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
維
持
管
理
し

て
い
く
。
ト
イ
レ
は
観
光
客

も
使
え
る
よ
う
に
現
在
計
画

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
利

用
者
の
た
め
、
自
動
販
売
機

も
設
置
し
た
。
地
元
と
協
力

し
な
が
ら
環
境
整
備
に
努
め

て
い
く
。
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ユニークな佇まいのＳＨＵＭＡ ＳＴＵＤＩＯ

　

そ
の
印
象
的
な
た
た
ず
ま
い
で
、

誰
も
が
一
度
見
た
ら
忘
れ
な
い
小

杉
地
区
に
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
建
造

物
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
。

主
宰
者
の
秋
山
秀
馬
さ
ん
に
聞
き

ま
し
た
。

多
様
な
人
々
の
表
現
の
場
に

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
で
す
ね

　

全
国
の
様
々
な
建
築
を
参
考
に

し
な
が
ら
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま

し
た
。
建
築
の
専
門
家
で
は
な
い

の
で
設
計
は
独
学
で
す
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ア
ト
リ
エ
、
居
宅
の
三
位

一
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
17
年
前

に
建
設
し
ま
し
た
。
移
住
当
時

は
、
居
住
し
な
が
ら
制
作
に
打
ち

込
む
日
々
。
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は

10
年
前
の
こ
と
で
す
。
お
客
さ
ん

は
ほ
と
ん
ど
来
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以

降
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
都
市

部
の
芸
術
・
文
化
が
地
方
に
拡
散

し
、
お
客
さ
ん
が
来
始
め
た
の
で

す
。
歴
史
的
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

芸
術
を
変
え
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
な
く
ス
タ
ジ
オ
に

　

総
合
的
な
芸
術
の
場
に
し
た

か
っ
た
の
で
ス
タ
ジ
オ
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
美
術
は
見
て
も

ら
う
た
め
の
も
の
で
し
た
。
で
も

50
年
間
現
代
美
術
に
携
わ
っ
て
き

て
、
今
痛
感
し
て
い
る
の
は
、
美

術
に
は
視
覚
だ
け
で
な
く
五
感
を

通
し
た
表
現
・
鑑
賞
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

作
品
を
触
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

場
所
や
空
間
全
体
を
作
品
と
し
て

体
験
す
る
造
形
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
表
現
方
法
が
あ
る

の
で
す
が
、
こ
の
ス
タ
ジ
オ
で
も

そ
う
し
た
方
法
を
取
り
入
れ
、
パ

ン
ト
マ
イ
ム
や
演
劇
な
ど
身
体
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
融
合
し
て
い
ま
す
。

芸
術
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

　

ス
タ
ジ
オ
の
あ
り
方
に
共
鳴
し
、

利
用
し
た
方
々
か
ら
口
コ
ミ
で
広

が
っ
て
い
っ
た
結
果
、
今
の
お
客

さ
ん
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
つ
な

が
り
が
で
き
ま
し
た
。
エ
ン
デ
の

師
で
あ
る
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
思
想

を
受
け
継
ぐ
方
も
多
い
で
す
ね
。

遊
琴
（
ゆ
う
き
ん
）
の
演
奏
や
詩

の
朗
読
、
ヨ
ガ
、
瞑
想
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
で
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
越
生
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

福
祉
関
係
の
企
画
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
を
縁
に
多
様
な
人
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
の
は
嬉

し
い
で
す
ね
。

　

町
議
会
に
は
、
年
４
回
（
３
月
、

６
月
、９
月
、12
月
）開
か
れ
る「
定

例
会
」
と
、
必
要
が
あ
る
時
に
開

か
れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
一
般
公
開
さ
れ
、
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　

　

議
会
議
員
が
、
議
会
で
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
か
を
直
接
見
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

町
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
議
会
の
開
催
情
報
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。「
越
生
町
議
会
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
21
日
か
ら
町
に
よ
る
買
い

物
支
援
事
業
と
し
て
移
動
販
売
が

始
ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
一
部
の

地
域
で
別
事
業
の
販
売
が
あ
り
ま

し
た
が
、
本
格
的
に
28
か
所
で
始

ま
り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
梅
は
地
球
温
暖
化
の
影

響
も
あ
っ
て
か
不
作
で
し
た
。
ゆ

ず
は
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
豊
作

と
な
り
、
12
月
の
ゆ
ず
フ
ェ
ア
が

大
成
功
と
な
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
か

ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
は
年
に
４
回
の
定
例
議
会

で
町
の
問
題
点
を
精
一
杯
と
ら
え

て
質
問
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
と
傍
聴
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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主宰・造形作家
秋山　秀馬さん
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議会傍聴者数
本会議 傍聴人数

９月３日（火）   2
９月５日（木）   0
９月６日（金） 25
９月９日（月） 13
９月10日（火）   5
９月19日（木）   0
合　計 45

議
会
を
傍
聴
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ん
か
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